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研究要旨 OPLL の病因を探るべく、OPLL 患者の血液中に IL-17がいかなる挙動を示してい

るかを検討することを目的として研究を行った。103 人の OPLL 患者と年齢性をマッチさせ

た 53 人のコントロール患者を外来でリクルートした。全患者は全脊椎の CT を撮像し骨化

形態を確認した。OPLL 患者のうち 53 人は DISH と判断される所見を有し、50 人では DISH

は認められなかった。その結果、１．OPLL 組織に IL-17 陽性細胞が認められた。２．血中

の Il-17 濃度は OPLL 患者とコントロールでは差がなかった。しかし DISH がある症例では

DISH がない症例に比べて IL-17 は高値であった。また DISH の中でも Flat type のものは

Jaggy type に比較して IL-17 が高値であった。さらに OPLL 患者では Pi の値がコントロー

ルに比較して低値をとった。３．仙腸関節の所見との関連では、仙腸関節に癒合を認めた

症例（Type 4）で IL-17 は高値を取った。以上より OPLL の中には、AS の病因と同様に

IL-17/IL-23 シグナルを介して骨化が生じている症例が存在する可能性があることが示唆

された。 

 

Ａ．研究目的 

脊柱の靭帯が骨化する疾患群として頚椎後

縦靭帯症（OPLL）、びまん性特発性骨増殖症

（DISH）、強直性脊椎炎（AS）が挙げられる

が、これらの病態には類似点もある一方、

相違点も存在する。これら疾患の病因は現

在不明であるが、病因解明に向けて様々な

バイオマーカーを用いた研究が行われてい

る。その中で最近の研究では、AS には

IL-17/IL-23 シグナルが関与しているとの

報告がある。そこで我々は OPLL の病因を探

るべく、OPLL 患者の血液中に IL-17がいか

なる挙動を示しているか、また OPLLの中で

も骨化形態の特徴との関連はあるか、さら

に AS で高頻度に認められる仙腸関節の癒

合との関連はあるか、を検討することを目

的として研究を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

103人の OPLL患者と年齢性をマッチさせた

53人のコントロール患者を外来でリクルー

トした。全患者は全脊椎の CTを撮像 

し骨化形態を確認した。OPLL 患者のうち 53

人は DISH と判断される所見を有し、50 人

では DISHは認められなかった。来院時に採

血を行い、alkaline phosphatase (ALP)、

calcium (Ca) 、 Pi 、 high-sensitivity 

C-reactive protein (hs-CRP) と

erythrocyte sedimentation rate (ESR)の

測定に加えて、IL-17 の血中濃度を ELISA

法で測定した。また OPLL患者の後縦靭帯組

織から免疫組織化学染色にて IL-17 が存在

しているかを検討した。CT所見では、DISH

の形態（以前に報告した Flat type または

Jaggy typeの骨化形態 1））、仙腸関節の癒合

の有無（以前に報告した Type 1から Type 4
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までの分類２））を検討し、IL-17値との関連

を調べた。 

（倫理面への配慮も記入） 

本研究は富山大学の倫理委員会の承認を取

って行っており、患者には十分な説明の上

研究の同意を得た。 

  

Ｃ．研究結果 

１．OPLL 組織に IL-17 陽性細胞が認められ

た。２．血中の Il-17濃度は OPLL患者とコ

ントロールでは差がなかった。しかし DISH

がある症例では DISH がない症例に比べて

IL-17は高値であった。また DISHの中でも

Flat typeのものは Jaggy typeに比較して

IL-17が高値であった。さらに OPLL 患者で

は Pi の値がコントロールに比較して低値

をとった。３．仙腸関節の所見との関連で

は、仙腸関節に癒合を認めた症例（Type 4）

で IL-17 は高値を取った。 

 

Ｄ．考察、 

以上より OPLL の中には、AS の病因と同様

に IL-17/IL-23 シグナルを介して骨化が生

じている症例が存在する可能性があること

が示唆された。特に AS に骨化形態が類似し

ている Flat typeの DISHや仙腸関節の癒合

を呈している症例では、IL-17/IL-23 シグ

ナルを介した OPLL と AS との関連があると

思われた。一方、今回の結果から OPLLの病

態は heterogeneous であり、IL-17/IL-23

シグナル以外にも様々な病因が関与してい

る可能性が考えられた。 

 

Ｅ．結論 

OPLLの中には、ASの病因と同様にIL-17/IL-

23シグナルを介して骨化が生じている症例

が存在する可能性がある。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  総括研究報告書にまとめて記載 

特記すべきことなし。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
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2.実用新案登録 
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なし 


